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表紙の写真
図書館の貸し出し100万冊突破！
5月8日、平成10年10月31日

のオープン以来、約5年半余りで貸
出冊数が100万冊を迎えました。
100万冊目の利用者は、大滝小

学校3年生の柴
しば

田
た

聖
さ

世
や

歌
か

さんでし
た。柴田さんには、松宮教育長か
ら記念品が贈呈されました。

鈴鹿山系の緑と芹川・犬上川の清流に恵まれた多賀町に住むわたくし
たちは、日常生活の心構えとしてこの憲章を定めます。
わたくしたち多賀町民は
一、郷土に住む喜びを感謝し、平和で明るい町をつくります。
一、歴史と伝統を生かし、教養を深め、かおり高い文化の町をつくり
ます。

一、互いに励まし助けあい、心のふれあう町をつくります。
一、清くたくましい青少年のそだつ、健全な町をつくります。
一、働くことに喜びをもち、しあわせな家庭、豊かな町をつくります。

昭和53年11月10日制定

多賀町町民憲章

ふるさとクロスワードパズル

ヒント■今年で9回目。6月、
ココでのイベントが楽しみです。

もんだい■
クロスワードを解答して、
二重枠の文字を並び替え
てできる言葉をお答えく
ださい。

先
月
号
の
こ
た
え
は
…

コ
レ
イ
タ
イ
サ
イ（
古
例
大
祭
）

で
し
た
。

①
7
9
4
年
に
長
岡
京
か
ら
移
っ

た
都
。

②
み
ち
す
じ
。

③
も
の
ご
と
の
条
里
。
道
理
。

④
1
0
0
㎝
＝
1
○
○
○
○
。

⑤
5
・
7
・
5
・
7
・
7
の
五
句

体
の
歌
。

⑨
す
っ
ぱ
い
イ
メ
ー
ジ
が
し
ま
す
。

⑩
水
晶
。

⑪
お
と
ろ
え
退
歩
す
る
こ
と
。

⑬←
→

な
し
。

⑯
子
を
も
つ
も
の
。

縦
の
カ
ギ

官
製
は
が
き
で
、
解
答
と
「
広
報
た

が
」
へ
の
お
た
よ
り
（
俳
句
・
短
歌
・

川
柳
・
イ
ラ
ス
ト
）
や
ご
意
見
を
役
場

企
画
課
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
有
線

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
結
構
で
す
。

有
線
Ｆ
Ａ
Ｘ
2-

2
0
1
8

Ｅ
メ
ー
ル
で
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

<
ta
g
a
@
ta
g
a
to
w
n
.jp
>

締
め
切
り
は
6
月
１０
日
で
す
。
正
解

者
の
中
か
ら
抽
選
で
１０
人
の
方
に
粗
品

を
進
呈
い
た
し
ま
す
。
発
表
は
景
品
の

発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

な
お
、
お
た
よ
り
の
内
容
は
抽
選
と

は
無
関
係
で
す
。

応
募
方
法

多賀町 ひとの動き （平成16年 4月末 現在）

世　　帯　　数 2,592世帯（－5）

人　口
8,504人
（－27人）

男　性 4,032人（－22）

女　性 4,472人（－5）

編／集／後／記
テレビでスポーツ観戦するのが昔

から好きな私は、中学生のとき部

活で入っていたこともあり、最近

特に、バレーボールに夢中になっ

ていますs観ているばかりで、本

当は自分でも何かスポーツをしな

ければと思っていますが、なかな

か…。皆さんは、何かスポーツさ

れていますか？

kikaku@tagatown.jp （は）

①小型の体重計。

⑥安易。手軽。

⑦←→さき。

⑧○○○○を現わす。

⑪イカを開き、内臓などを除去

して乾かした食品。

⑫精神を集中してことにあたる

気勢または掛け声。

⑭声。

⑮相撲で土俵際まで相手を追い

つめてから倒す決まり手。

⑰承諾しないこと。

⑱⇔×。

横のカギ

★多賀町ホームページでもご覧いただけます★

http://www.tagatown.jp/

古
紙
配
合
率
100％

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

広
報
た
が
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報
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滋
賀
県
犬
上
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賀
町
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賀
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0
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毎
月
発
行
　
通
巻
第
6
8
1
号
　
印
刷
■
有
限
会
社
エ
ー
・
サ
イ
ト

あるいてまいろう
多賀三社まいり

鉄道を利用して、安心・快適・手

軽に沿線の自然や史跡、文化財を

楽しむことにより、鉄道利用の促

進、沿線を広く紹介する事業とし

て「あるいてまいろう多賀三社まい

り」を開催いたします。

事前の申し込みは必要ありませ

んので、皆さん、お誘い合わせの

うえ、ご参加ください。

日　　時 6月12日（土）
スタート受付時間 8:30～11:00

集合場所 近江鉄道多賀大社前駅
コ ー ス 多賀大社前駅 s 胡宮神
社s楢崎古墳s大瀧神社s多賀大
社s多賀大社前駅

【約11.6km】

お問い合わせは企画課まで
（有）2-2018 （電）48-8122

▲写真は前回のようす

平成16年度予 算
個人情報保護条例
ふれあい幼稚園のおさそい
伊集院町・多賀町 兄弟都市提携

20周年記念式典が開催されました
ふるさとクロスワードパズル
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総額：78億4,765万8千円
一般会計：41億9,680万 円

特別会計：21億5,258万1千円

企業会計：14億9,827万7千円

企業会計：14億9,827万7千円
会　計　名 平成16年度予算額（千円） 比較増減率

水 道 事 業 444,871 △3.4

下 水 道 事 業 817,526 3.1

農業集落排水事業 235,880 △8.2

合 計 1,498,277 △0.8

特別会計：21億5,258万1千円
会　計　名 平成16年度予算額（千円） 比較増減率

国民健康保険事業 612,396 10.6
老 人 保 健 事 業 910,508 △7.4 
介 護 保 険 事 業 490,327 11.9
多賀町育英事業 3,035 38.8
びわ湖東部中核工業団地
公共緑地維持管理事業 3,000 0.0 

住宅団地造成事業 132,234 4,743.7 
多賀財産区管理会 203 △4.7 
大滝財産区管理会 878 2.9 
合 計 2,152,581 8.5 

平成１６年度 多賀町主要施策の概要（単位:千円）
”うるおい”の多賀づくり
自然環境の保全と活用

合併処理浄化槽設置事業 6,882
ゴミ減量化・再資源化事業 6,366
ゴ ミ 処 理 費 133,071

町民参加の推進
同 和 対 策 事 業 4,817
男女共同参画推進事業 338
分館活動活性化事業 2,675
森林整備地域活動支援事業 12,300

行財政改革の推進
「ISO9001」認証支援事業 1,428
文字情報システム設置事業 6,000
インターネット技能講習会推進事業 896
例規システムCD化事業 2,730
戸 籍 電 算 化 事 業 1,333
戸籍住民台帳ネットワークシステム事業 3,726
土 地 評 価 関 連 事 業 12,402
文 書 管 理 維 持 業 務 200
市 町 合 併 推 進 費 91,334

”やさしさ”の多賀づくり
生活基盤の充実

町道改良・舗装事業 168,000
道 路 維 持 補 修 事 業 11,802
除 雪 対 策 事 業 6,012
県施工道路改良・舗装事業 30,000
道 路 台 帳 整 備 事 業 6,000
集落内排水路整備事業 6,000
急傾斜地崩壊対策事業 3,800
芹 谷 ダ ム 対 策 事 業 18,574
常 備 消 防 事 業 100,878
防 災 基 盤 整 備 事 業 98.315
コミュニティバス運行対策事業 22.591
山村辺地等活性化事業 19,940

地域ぐるみ福祉の推進
老 人 福 祉 事 業 116,680
障 害 福 祉 事 業 32,329
保 育 所 費 210,819
地域教育力・体験活動推進事業 815
障 害 者 支 援 費 事 業 70,206
子育て支援対策事業 52,062
スポーツと個性の生涯学習の推進

出産奨励祝金交付事業 1,000
小学校児童通学バス運行事業 9,804
大滝小学校大規模改造事業 161,000
中学校生徒通学費補助事業 6,437
多目的コート改修事業 25,100
チャレンジデー参加事業 500
生 涯 学 習 推 進 事 業 2,035
埋蔵文化財発掘調査事業 11,002
鹿児島県伊集院町兄弟都市提携20周年記念事業 843

”にぎわい”の多賀づくり
地域産業の活性化

米 政 策 費 2,119
近江米サバイバルプラン推進事業 900
環境こだわり農産物栽培奨励事業 200
ブランド日本農産物供給体制確立事業 4,042
特産物生産奨励補助事業 480
獣 害 防 止 対 策 事 業 3,775
土 地 改 良 助 成 事 業 16,675
中山間地域等直接支払推進対策事業 1,160
林道整備・造林事業 10,358
林 道 防 災 事 業 1,205
間 伐 実 施 事 業 1,260
高取山ふれあい公園事業 4,800
林業地域総合整備事業 18,954
S K O 活 動 事 業 126
小 口 簡 易 資 金 事 業 5,900
山村コミュニティ活性化事業 2,005
緊急雇用創出対策事業 10,081
地域経済活性化対策住宅リフォーム促進事業 2,000

観光ネットワークの構築
犬上三町広域観光事業 100
観 光 標 識 設 置 事 業 300
観 光 推 進 事 業 200
多賀音頭総踊り事業 200

中心市街地の活性
都 市 公 園 整 備 事 業 13,368
地 域 開 発 事 業 20,000

予
算
よ さ ん

平成16年度

『
山
蒼あ

お

く
水
清
く
心
豊
か
な
多
賀
の
ま
ち
』づ
く
り
を
め
ざ
し
て

平
成
１６
年
度
予
算
は
、
一
般
会
計
に
お
き
ま
し
て
は
４１
億
9，
6
8
0
万
円
で
、前
年
度
比

4
億
2，
8
8
0
万
円
、１１
・
4
％
の
増
、特
別
会
計
予
算
は
２１
億
5，
2
5
8
万
1
千
円
で
、前
年
度
比

１
億
6，
8
8
5
万
3
千
円
、
8
・
5
％
の
増
、
ま
た
企
業
会
計
予
算
で
は
１４
億
9，
8
2
7
万
7
千
円

で
、
前
年
度
比
１，
2
2
4
万
9
千
円
、0
・
8
％
の
減
と
な
り
、
総
額
で
は
７８
億
4，
7
6
5
万
8
千
円

で
、
前
年
度
比
5
億
8，
5
4
0
万
4
千
円
、
8
・
1
％
増
の
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

依
　
存
　
財
　
源
　
５１
・
6
%

自
　
主
　
財
　
源
　
４８
・
4
%

国庫支出金�
(4.1%) 170,105

地方特例交付金�
(1.0%) 43,000

自動車取得税交付金�
(0.8%) 33,000

利子割交付金�
(0.1%) 6,000

地方消費税交付金�
(1.6%) 68,000

地方譲与税�
(1.5%)61,000

交通安全対策特別交付金�
(0.0%) 1,400

諸収入�
(1.5%) 64,318

繰越金�
(0.7%) 30,000

寄付金�
(0.2%) 7,494

財産収入�
(0.0%) 1,960

使用料および手数料 �
(0.4%) 16,701

分担金および負担金�
(1.4%) 57,641

町　税�
(33.5%)�
1,404,300

歳入予算■�

(単位：千円)

町　債�
(16.3%)�
682,500

県支出金(5.2%)�
218,880

地方交付税�
(21.0%)�
880,000

繰入金�
(10.7%)�
450,501

41億9,680万円�

予備費�
(0.0%) 2,000

諸支出金�
(0.0%) 159

公債費(18.5%)�
774,991

教育費�
(17.0%)�
711,764 消防費�

(5.5%) 231,616

土木費(11.2%)�
468,949

商工費�
(0.6%) 25,662

農林水産業費�
(4.7%) 197,464

衛生費�
(7.7%)323,462

民生費�
(18.8%)�
788,482

総務費�
(14.3%)�
601,785

議会費�
(1.7%) 70,466

災害復旧費�
(0.0%) 0

歳出予算■�
41億9,680万円�



ち
ぎ
り
絵
―
百
歳
の
手
業
展

敏
満
寺
に
お
住
ま
い
の
平
木
み
を
さ
ん

は
今
年
、
1
0
0
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
毎
日
の
生
活
は
体
を
適
度
に
動

か
す
こ
と
、
読
書
を
楽
し
む
こ
と
に
加
え

て
20
年
前
か
ら
ち
ぎ
り
絵
を
楽
し
ん
で
お

ら
れ
ま
す
。

今
回
は
、
ご
く
最
近
つ
く
ら
れ
た
ち
ぎ

り
絵
を
皆
さ
ん
に
ご
覧
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
趣
味
を
も
ち
続
け
る
こ
と
の
楽
し
さ

を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
み
を
さ
ん
の
1
0
0
歳
を
お

祝
い
し
て
…
。

会
期

5
月
22
日
（土）
〜
6
月
12
日
（土）

場
所

対
面
朗
読
室

万
葉
の
心
教
室（
全
6
回
）募
集

万
葉
集
を
読
み
、
古
代
日
本
の
文
学
・
文

化
や
古
代
日
本
人
の
心
を
学
び
ま
す
。

日
時

6
月
26
日
（土）
（
第
1
回
）
以
後
8
月

を
除
く
月
1
回
（
土
曜
日
）
10
時
〜

場
所

2
階
　
大
会
議
室

講
師

礒
崎
　
哲
氏

対
象

一
般
成
人
　
20
人
程
度

申
し
込
み

5
月
29
日
（土）
か
ら
電
話
ま
た
は

図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
で
受
付
し
ま
す
。

（
先
着
順
）

映
画
会

大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン
で
ゆ
っ
た
り
と
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

日
時

5
月
29
日
（土）

15
時
〜

場
所

2
階
　
大
会
議
室

内
容

『
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
　
傑
作
選

〜
ご
町
内
は
大
に
ぎ
わ
い
〜
』

お
は
な
し
の
じ
か
ん

絵
本
や
紙
芝
居
を
読
み
ま
す
。
お
話
の
世

界
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時

5
月
22
日
（土）
、
6
月
5
日
（土）
、
同
12

日
（土）
、
同
19
日
（土）
15
時
〜

場
所

絵
本
コ
ー
ナ
ー

年
間
利
用
が
23
万
冊
に

多
賀
町
立
図
書
館
は
、
平
成
14
年
度
中
に

2
3
0，

5
2
3
冊
、
住
民
1
人
当
た
り
で

は
27
冊
（
全
国
平
均
は
4
・
9
冊
）
が
借
り

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
全
国
で
9
番
目
、
同

規
模
人
口
自
治
体
（
8
0
0
0
〜
9
9
9
9

人
）
で
は
74
自
治
体
中
、
1
番
で
す
。
ま
た
、

平
成
10
年
10
月
開
館
以
来
の
累
計
で
は
9
7

8，

3
0
3
冊
と
な
り
、
5
月
初
旬
に
は
1

0
0
万
冊
に
な
る
見
込
み
で
す
。

今
後
も
図
書
館
を
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■ 広報 2004年5月号5

ホ
タ
ル
の
観
察
会

日
時

6
月
5
日
（土）

19
時
〜
21
時

集
合
会
場

多
賀
町
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

（
近
江
鉄
道
多
賀
大
社
前
駅
か
ら
徒
歩
1
分
）

※
ホ
タ
ル
に
つ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ

た
お
話
し
会
を
し
ま
す
。

観
察
場
所

岡
山
団
地
裏
（
太
田
川
沿
い
）

※
多
賀
町
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

徒
歩
5
分

参
加
料

無
料
（
た
だ
し
保
険
料
1
0
0
円

徴
収
し
ま
す
。）

そ
の
他

少
雨
な
ら
実
施
し
ま
す
。

懐
中
電
灯
、
筆
記
用
具
等
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
た
だ

し
、
小
学
生
以
下
の
方
は
、
保
護
者
同

伴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

イ
ベ
ン
ト
の
案
内

6
月
か
ら
8
月
に
か
け
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

展
示
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

県
立
大
学
ミ
ニ
博
物
館

第
１
期
　
6
月
9
日
（水）
〜
7
月
11
日
（日）

・
秘
伝
の
千
羽
鶴

・
口
琴
〜
奏
で
る
不
思
議
〜

第
2
期
　
6
月
２３
日
（水）
〜
7
月
11
日
（日）

・
い
つ
も
私
の
そ
ば
に
…
〜
ケ
ー
タ
イ
の

今
昔
〜

・
日
本
全
国
　
ハ
ロ
ー
★
キ
テ
イ

蝶ち
ょ
う

大
百
科
展

7
月
24
日
（土）
〜
8
月
29
日
（日）

創
造
の
１０
年

多
賀
座
１０
周
年
記
念
企
画
展

4
月
１１
日
か
ら
5
月
9
日
ま
で
、
あ
け
ぼ

の
パ
ー
ク
多
賀
の
ホ
ー
ル
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

「
創
造
の
１０
年
多
賀
座
１０
周
年
記
念
企
画
展
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

期
間
中
、「
し
の
笛
」
づ
く
り
や
「
衣
装

を
つ
け
て
の
撮
影
会
」「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ

ー
ク
シ
ョ
ン
」「
踊
り
披
露
」
が
あ
り
、
た

く
さ
ん
の
方
に
ご
来
館
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の

収
益
金
は
、
全
額
多
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
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多賀町の�

文化財�
センター通信�

http://www.biwa.ne.jp/~taga-mus/akebono/bunkazai/
有線●2-0348　電話●48-0348�

E-mail bunkazai@tagatown.jp

多賀町の�

文化財�

M U S E U M

I N F O R M A T I O N

多賀の自然と文化の館�

情報BOX博物館
�

博物館
�

お問い合わせ先
多賀の自然と文化の館（多賀町立博物館）

有線●2-2077 電話●48-2077 ファクシミリ●48-8055
休館日●毎週月・火曜日、祝日の翌日

多賀の自然と文化の館ホームページ
http://www.tagatown.jp/akebono/
http://www.biwa.ne.jp/̃taga-mus/
E-mail taga-mus@mx.biwa.ne.jp 

図書館�
ニュース

お問い合わせ先
多賀町立図書館（あけぼのパーク多賀）
有線●2-1142 電話●48-1142

休館日●毎週月・火曜日、毎月最終木曜日、祝日の翌日（平日）
E-mail tosho@tagatown.jp 

（
30
歳
前
後
）。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
に
注
目

さ
れ
る
の
は
、
土
器
棺
内
か
ら
出
土
し
た
人

骨
は
す
べ
て
焼
か
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
少
な
く
と
も
土
田
遺
跡
で
は
、
一
度
火

葬
に
し
て
か
ら
、
土
器
に
人
骨
を
納
め
る
風

習
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

県
内
で
は
、
林
・
石
田
遺
跡
（
能
登
川
町
）

の
縄
文
時
代
後
期
前
半
の
住
居
内
に
埋
め
ら

れ
た
甕か

め

か
ら
焼
人
骨
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
時
期
差
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
回
の
土

田
遺
跡
と
直
接
的
に
つ
な
が
る
も
の
か
ど
う

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

全
国
的
に
み
て
、
土
器
棺
内
か
ら
焼
人
骨

が
見
つ
か
る
例
は
地
域
に
偏
り
な
く
散
見
さ

れ
ま
す
が
、
今
回
の
土
田
遺
跡
の
場
合
は
、

資
料
数
の
制
約
が
あ
る
も
の
の
、
初
め
て
一

箇
所
の
墓
地
内
で
ま
と
ま
っ
て
発
見
さ
れ
た

貴
重
な
例
で
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

土
田
遺
跡
か
ら
出
土
し
た

人
骨
の
新
事
実

み
な
さ
ん
は
、
土
田
遺
跡
で
縄
文
時
代
晩

期
の
墓
地
が
発
見
さ
れ
注
目
さ
れ
た
の
を
覚

え
て
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
平
成
10
年
度

に
町
教
育
委
員
会
が
発
掘
調
査
を
実
施
し
て

確
認
さ
れ
た
も
の
で
、
土
器
の
中
に
人
骨
を

納
め
て
埋
葬
す
る
土ど

器き

棺か
ん

墓ぼ

が
多
数
発
見
さ

れ
、
当
時
の
社
会
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
資

料
と
な
り
ま
し
た
。
土ど

器き

棺か
ん

墓ぼ

は
胎
児
や
子

ど
も
を
直
接
土
器
に
お
さ
め
て
埋
葬
す
る
場

合
と
、
大
人
を
一
度
土
葬
し
、
後
に
骨
を
取

り
出
し
て
土
器
に
納
め
直
し
、
ふ
た
た
び
埋

葬
す
る
場
合
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
土
器
棺
内
に
人
骨
が
残
る
例
は
少
な
く

（
ほ
と
ん
ど
が
土
に
か
え
っ
て
し
ま
い
ま

す
）、
土
田
遺
跡
で
土
器
棺
内
か
ら
発
見
さ

れ
た
人
骨
（
歯
の
み
）
は
貴
重
な
資
料
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
土
器
棺
内
か
ら
出
土
し
た
人
骨

を
専
門
家
に
鑑
定
し
て
い
た
だ
い
た
結
果
、

年
齢
が
推
定
で
き
た
の
は
1
基
の
み
で
し
た

6月�

日� 月� 火� 水� 木� 金� 土�

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

1 2 3 4 5

7月�

日� 月� 火� 水� 木� 金� 土�

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

1 2 3

…休館日�

t土器棺墓

土田遺跡から出土
した人の歯と動物
の歯　　　　　s

tしの笛づくり

踊り披露▼



町
民
の
皆
さ
ま
の
生
き
生
き
と
し
た
心
豊
か
な
暮
ら
し
を
め
ざ
し
て
、
中
央
公
民
館
で
は
、

本
年
度
も
各
種
の
講
座
を
用
意
し
ま
し
た
。
余
暇
を
利
用
し
て
、
い
ろ
ん
な
講
座
に
挑
戦
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

対
象１６

歳
以
上
30
歳
未
満
の
青
年

開
催
期
日
お
よ
び
場
所

①
6
月
26
日
（土）
〜
27
日
（日）

滋
賀
県
立
荒
神
山
少
年
自
然
の
家（
宿
泊
）

②
7
月
17
日
（土）

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー（
近
江
八
幡
市
）

内
容●

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
実
践

●
野
外
活
動
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
の
役
割

●
体
験
交
流
会
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど

地
域
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
に
関
心
が
あ
る
方
、
子
ど
も
体
験
活
動
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
躍
し
ま
せ
ん
か
？

●
受
講
後
の
活
動
の
場

地
域
子
ど
も
教
室
な
ど
子
ど
も
の
体
験
活

動
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
と
し
て
活
躍
し
て
い
た

だ
く
機
会
を
設
け
ま
す
。

そ
の
他

宿
泊
研
修
に
伴
う
宿
泊
費
は
無
料
と
し
ま

す
。
た
だ
し
、
会
場
ま
で
の
交
通
費
や
食
費

に
つ
い
て
は
、
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
中
央
公
民
館
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
年
も
天
究
館
で
小
・
中
学
生
対
象
に
ア

ス
ト
ロ
ク
ラ
ブ
が
始
ま
り
ま
す
。
5
月
か
ら

来
年
2
月
ま
で
の
間
で
10
回
の
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

内
容
と
し
て
は
、
四
季
の
星
座
を
観
望
会

や
大
津
市
科
学
館
へ
の
遠
足
、
月
面
の
写
真

撮
影
に
も
挑
戦
し
ま
す
。
今
年
は
、
2
泊
3

日
の
通
学
合
宿
も
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

※
希
望
の
方
は
、
ま
だ
若
干
の
空
き
が
あ
り

ま
す
の
で
、
公
民
館
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。
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ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
入
団
式
・

交
流
会

6
月
１９
日
（土）
14
時
３０
分
か
ら
、
平
成
16
年

度
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
入
団
式
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
多
賀
町
の
7
団
が
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で

集
ま
り
、
新
入
団
員
の
紹
介
と
そ
れ
ぞ
れ
の

練
習
風
景
を
披
露
し
、
同
時
に
交
流
会
を
行

い
ま
す
。
入
団
し
て
い
な
い
皆
さ
ん
も
お
友

達
と
一
緒
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？
や
り
た

い
ス
ポ
ー
ツ
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
！
み
ん
な
で
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

県
民
体
育
大
会
の
お
知
ら
せ

今
年
も
県
内
各
地
で
多
数
の
競
技
が
行
わ

れ
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
犬
上
郡
代
表
と
し
て
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
種
目
や
開
催
場
所
、
日
程

に
つ
い
て
は
海
洋
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

5
月
26
日
（水）

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
2
0
0
4
！！

さ
あ
皆
さ
ん
！
準
備
は
い
い
で
す
か
？

当
日
は
各
字
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が

企
画
さ
れ
ま
す
。

楽
し
く
元
気
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

【
開
催
に
向
け
て
の
お
願
い
】

・
臨
時
放
送
を
実
施
し
ま
す
の
で
お
聞
き
く

だ
さ
い
。

・
有
線
ス
ピ
ー
カ
ー
の
音
量
ア
ッ
プ
を
し
て

く
だ
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

1
日
目

は
、
と
て

も
緊
張
し

た
。
だ
れ

も
し
っ
て

い
る
人
が

い
な
く
同
じ
部
屋
の
人
と
仲
良
く
で
き
る
か

す
ご
く
心
配
だ
っ
た
。
け
ど
4
人
と
も
学
年

は
ち
が
っ
た
け
れ
ど
仲
良
く
な
れ
て
よ
か
っ

た
。2

日
目
は
、
ほ
と
ん
ど
が
機
関
室
と
操
舵

室
の
見
学
だ
っ
た
。
こ
の

見
学
を
通
じ
て
、
私
た
ち

は
船
に
乗
っ
て
い
る
だ
け

だ
け
ど
、
裏
で
は
た
く
さ

ん
の
人
が
い
る
ん
だ
な
と
思
っ
た
。

3
日
目
、
4
日
目
は
、
小
笠
原
で
の
活
動

だ
っ
た
。
と
く
に
楽
し
か
っ
た
の
は
、
ホ
エ

ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
。
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
で
は
、
あ
ま
り
く
じ
ら
を
見
ら
れ
な
く

て
残
念
だ
っ
た
け
れ
ど
す
ご
く
楽
し
か
っ

た
。
5
日
目
、
6
日
目
す
ご
く
寂
し
か
っ
た
。

と
く
に
リ
ー
ダ
ー
一
人
ひ
と
り
の
話
を
聞
く

と
き
に
、
す
ご
く
泣
き
そ
う
に
な
っ
た
。
こ

の
6
日
間
、
短
い
時
間
だ
っ
た
け
ど
す
ご
く

楽
し
く
す
ご
せ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

2004年5月号 広報 ■ 6

�
��
�

お問い合わせ先
多賀町B&G海洋センター

有線●2-1625 電話●48-1625 ファクシミリ●48-1884
E-mail bg@tagatown.jp

公民館だより 有線　3-3962・3-3740
電話　48-1800 E-mail s-ed@tagatown.jp

お待たせしました！
昼間は6月1日（火）～9月12日（日）
夜間は7月1日（木）～8月31日（火）

いよいよプール利用が
始まります！！

海洋センタープール

・上記料金は町内料金です。

・小学3年生以下の利用については、必ず保護者の監視

が必要です。（小・中・高校生の付き添いは認めてい

ません）

・夜間の中学生以下の利用は保護者の監視が必要です。

・高校生のみの利用は20:00までとします。

・プール内の飲食、喫煙については一切禁止します。

・プールでの飛び込みなど、危険行為は禁止します。

区分 利用時間 幼児 小・中 高校生 一 般

午前 9:00～12:00 50円 100円 150円 200円

午後 13:00～16:00 50円 100円 150円 200円

夜間 18:00～21:00 50円 150円 200円 300円

B
＆
G
体
験
ク
ル
ー
ズ
に

参
加
し
て

川上　葉月

〝
学
ぶ
楽
し
さ
生
か
す
喜
び
〞

―
平
成
16
年
度
「
生
涯
学
習
へ
の
お
さ
そ
い
」
の
紹
介
ー

多
賀
町
ア
ス
ト
ロ
ク
ラ
ブ

―
ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク
で
星
を
な
が
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
―

求
む
！
若
い
力

地
域
教
育
ヤ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
参
加
募
集

■生涯学習講座

一般講座

・ガラスアート・クロスアート

・絵手紙・草木染め・写真

ボランティア

・ボランティア（語り部）

教養講座 ※

・西洋アンテーク・陶芸

・ワークショップ

料理

・お菓子づくり

まちづくり

・江州音頭

ダンス

・ヒップポップ

エコロジー

・フラワーアレンジメント

・ガーデニング

一日だけの講座 ※

・ログベンチ造り

・粘土クラフト

■パソコン講習

・文書作成（ワード）

・表計算（エクセル）・IT応用

■季節のお便り作成 ※

・年賀状作成

■滋賀大学地域巡回講座（年4回）

『今、子どもの世界はどうなってい

るのか』

■子育て関係

・サポーター養成講座

■出前講座

■老壮大学

※…後期で開講します。

詳しくは、配布済みの「生涯学習へのお
さそい」をご覧いただくか、中央公民館ま
でお問い合わせください。



個
人
情
報
保
護
条
例

あ
な
た
の
大
切
な
情
報
を
守
り
ま
す

個人情報保護制度とは

個人情報とは、住所、名前、生年月日、職業

などの個人に関する情報で、特定の個人が識別

される情報です。

個人情報の収集や利用は、さまざまな事業の

実施やサービスの提供に欠かせないものです

が、個人の権利や利益が侵害されるおそれがあ

ります。

多賀町個人情報保護条例は、こうした個人の

権利や利益の侵害を未然の防止するため、町が

行う個人情報の取り扱いに関して必要なルール

を定めるとともに、自分の個人情報を見たり、

個人情報の誤りを訂正したりする権利を定める

ことを明らかにしたものです。

開示などの請求
自己情報の開示請求

自己の個人情報の閲覧または写しの交付を請

求できます。

自己情報の削除請求

自己の情報がこの条例の規定に違反して収集

されたときは、その削除を請求することができ

ます。

自己情報の訂正請求

自己の情報に事実の誤りがあるときは、その

訂正を請求することができます。

自己情報の目的外利用・外部提供の中止請求

自己の情報がこの条例の規定に違反して目的

以外に利用されたり、外部に提供されていると

きは、その中止を請求することができます。

■ 広報 2004年5月号

平
成
１６
年
6
月
1
日
ス
タ
ー
ト

ど
こ
に
差
別
が
あ
る
の
か
な

こ
ん
の
　
と
し
ひ
こ

な
に
気
な
く
語
る
表
現
や
、
わ
た
し
た
ち
の
態
度
の
な
か
に
、
差
別
に
つ

な
が
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

つ
ぎ
の
表
現
の
ど
こ
に
差
別
が
か
く
さ
れ
て
い
る
の
か
、
仲
間
と
い
っ
し

ょ
に
考
え
て
く
だ
さ
い
。

（1）
国
際
化
が
す
す
ん
だ
た
め
か
、
最
近
は
外
人
が
や
た
ら
に
多
い
。
電
車
の

な
か
で
も
そ
ば
へ
行
き
た
く
な
い
な
。

（2）
し
っ
か
り
勉
強
し
な
い
と
、
一
流
大
学
へ
入
れ
な
い
よ
。
土
木
作
業
員
や

日
雇
い
に
な
る
つ
も
り
な
ら
よ
い
け
ど
さ
。

（3）
あ
い
つ
は
育
ち
が
悪
い
か
ら
事
務
職
は
無
理
だ
な
。
田
舎
へ
戻
っ
て
百
姓

で
も
し
た
ら
よ
い
。

（4）
ど
の
指
と
っ
て
も
、
人
間
に
と
っ
て
の
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
て
、
指

一
本
欠
け
て
も
人
間
と
し
て
の
力
を
十
分
発
揮
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

（5）
A
子
さ
ん
は
、
病
気
の
夫
を
若
く
し
て
失
い
、
女
手
ひ
と
つ
で
二
人
の
子

ど
も
を
育
て
て
き
ま
し
た
。
掃
除
婦
ま
で
し
て
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

（1）
「
外
人
」
は
「
外
国
人
」
と
し
ま
し
ょ
う
。「
気
持
ち
が
悪
い
」「
そ
ば
に
行
き
た
く
な
い
」
の
表
現
に
は
、

外
国
人
に
対
す
る
偏
見
が
み
ら
れ
ま
す
。

（2）
大
学
に
格
付
け
を
す
る
こ
と
は
、
差
別
を
拡
大
し
ま
す
。
ま
た
、「
土
木
作
業
員
」
へ
の
職
業
差
別
が
み
ら

れ
ま
す
。

（3）
人
を
「
育
ち
が
悪
い
」
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
「
田
舎
に
戻
っ
て
百
姓
で
も
し
た
ら
よ

い
」
と
な
れ
ば
、
農
民
・
百
姓
・
地
方
出
身
者
へ
の
差
別
と
な
り
ま
す
。

（4）
指
が
な
く
と
も
、
人
間
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
指
を
な
く
し
た
人
も
い
ま
す
。
障

害
へ
の
配
慮
が
欠
け
て
い
ま
す
。

（5）
「
掃
除
婦
ま
で
し
て
」
と
い
う
表
現
に
は
、
清
掃
業
に
従
事
す
る
人
び
と
へ
の
職
業
差
別
意
識
が
み
ら
れ
ま

す
。
病
気
の
夫
を
若
く
し
て
失
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
掃
除
婦
な
ど
し
て
働
く
必
要
が
な
か
っ
た
（
い
わ
ゆ

る
性
別
役
割
分
業
）
と
の
考
え
方
に
つ
な
が
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
人
が
万
が
一
、
二
人
の
子
ど
も
た
ち

に
、「
お
か
あ
さ
ん
は
、
掃
除
婦
ま
で
し
て
、
あ
な
た
方
を
育
て
た
の
だ
」
と
語
っ
て
い
れ
ば
、
職
業
差
別

意
識
を
受
け
つ
が
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

人
権
読
本
　
じ
ん
け
ん
の
詩
Ⅲ
（
明
石
書
店
）

編
著
　
今
野
敏
彦
／
さ
し
絵
　
福
永
由
美
子
　
か
ら

風
水
害
へ
の
備
え

わ
が
国
の
国
土
は
、
地
形
的
に
も
、
気
象

的
に
も
風
水
害
に
襲
わ
れ
や
す
い
条
件
を
持

っ
た
国
で
す
。

な
か
で
も
風
水
害
は
、
そ
の
被
害
が
予
想

以
上
に
大
き
く
、
激
し
い
場
合
が
多
く
、
毎

年
多
く
の
人
命
や
財
産
を
奪
っ
て
い
き
ま

す
。こ

の
風
水
害
は
、
強
風
・
大
雨
な
ど
に
よ

り
災
害
が
重
な
り
、
風
害
・
洪
水
・
が
け
崩

れ
・
土
石
流
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
を
あ
た

え
ま
す
。

そ
こ
で
、
風
水
害
に
備
え
る
た
め
の
ポ
イ

ン
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

風
水
害
に
備
え
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

1．

家
の
周
り
の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う

2．

住
ま
い
の
点
検
・
補
強
を
し
ま
し
ょ
う

3．

非
常
持
ち
出
し
品
な
ど
必
要
な
物
は
、

早
め
に
準
備
し
ま
し
ょ
う

4．

気
象
情
報
を
収
集
し
ま
し
ょ
う

5．

早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う

い
ず
れ
も
、
早
め
の
備
え
や
日
ご
ろ
か
ら

の
点
検
、
準
備
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
家
族

で
緊
急
避
難
場
所
の
確
認
を
し
た
り
、
家
族

が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
場
合
の
連
絡
方
法
も

話
し
合
っ
た
り
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

応
急
手
当
を
学
び
ま
し
ょ
う

あ
な
た
の
目
の
前
で
、
突
然
心
臓
や
呼
吸

の
止
ま
っ
た
人
が
い
た
ら
、
あ
な
た
は
助
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

カ
ー
ラ
ー
の
救
命
曲
線
に
よ
る
と
、
心
臓

停
止
後
約
5
分
で
、
呼
吸
停
止
後
約
10
分
で

そ
れ
ぞ
れ
の
死
亡
率
が
50
％
に
達
す
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
1
1
9
番
通
報
か
ら
救
急

車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
に
応
急
手
当
て
を

実
施
し
な
け
れ
ば
死
亡
率
は
ど
ん
ど
ん
高
く

な
る
の
で
す
。
つ
ま
り
、
そ
の
場
に
居
合
わ

せ
た
「
あ
な
た
」
の
迅
速
な
応
急
手
当
が
、

大
切
な
人
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
救
命
リ

レ
ー
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
の
で
す
。

「
何
か
を
し
な
く
て
は
！
」
と
感
じ
た
あ

な
た
の
そ
の
勇
気
は
、
応
急
手
当
講
習
会
を

受
講
す
る
こ
と
で
い
ざ
と
い
う
時
の
自
信
と

安
心
に
つ
な
が
り
ま
す
。

犬
上
分
署
で
は
、
企
業
や
自
治
会
、
婦
人

会
な
ど
を
対
象
に
、
応
急
手
当
講
習
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
犬
上
分
署
（
（電）
38
―
3
1
3

0
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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消防
犬上分署・多賀町消防団

平
成
１６
年
度
防
火
標
語

火
は
消
し
た
？
い
つ
も
心
に
き
い
て
み
て

【じんけんのしせん】
人 権 の 視 線人権の詩

う た



る
場
合
は
例
外
的
に
開
示
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

①
開
示
請
求
者
以
外
の
個
人
の
権
利
利
益
を

害
す
る
情
報

②
法
人
等
の
正
当
な
利
益
を
害
す
る
情
報

③
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
に
支
障
が
あ

る
情
報

④
法
令
等
の
規
定
に
よ
り
非
開
示
と
さ
れ
て

い
る
情
報

⑤
意
思
形
成
に
支
障
が
生
ず
る
情
報

⑥
事
務
業
務
の
適
正
な
遂
行
に
支
障
が
生
ず

る
情
報

⑦
個
人
の
評
価
、
診
断
、
判
断
等
に
関
す
る

情
報
で
開
示
す
る
こ
と
に
よ
り
支
障
が
生

ず
る
情
報

⑧
法
定
代
理
人
に
よ
る
開
示
請
求
で
当
該
未

成
年
者
ま
た
は
成
年
被
後
見
人
の
権
利
利

益
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
情
報

開
示
の
実
施

個
人
情
報
の
開
示
は
総
合
公
開
窓
口
で

行
い
ま
す
。
決
定
通
知
書
と
本
人
が
確
認

で
き
る
書
類
（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー

ト
な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

費
用
の
負
担

開
示
請
求
な
ど
の
手
数
料
は
無
料
で
す

が
、
公
文
書
の
写
し
の
交
付
を
受
け
る
と

き
は
、
写
し
の
作
成
費
用
（
コ
ピ
ー
代
白

黒
1
枚
10
円
、
カ
ラ
ー
1
枚
70
円
）
が
必

要
で
す
。

自
己
情
報
開
示
・
訂
正
・

削
除
・
中
止
請
求
の
流
れ

決
定
に
不
服
が
あ
る
と
き

開
示
な
ど
の
決
定
内
容
に
不
服
が
あ
る

と
き
は
不
服
申
し
立
て
が
で
き
ま
す
。
不

服
申
し
立
て
が
あ
っ
た
場
合
、
実
施
機
関

は
学
識
経
験
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「
多

賀
町
個
人
情
報
保
護
審
査
会
」
に
意
見
を

聴
い
て
、
改
め
て
裁
決
・
決
定
を
行
い
ま

す
。

■ 広報 2004年5月号

請
求
が
で
き
る
人

開
示
な
ど
の
請
求
が
で
き
る
人
は
、
町
の

保
有
す
る
公
文
書
に
記
録
さ
れ
て
い
る
個
人

情
報
の
本
人
ま
た
は
法
定
代
理
人
な
ど
で

す
。請

求
の
方
法

請
求
し
よ
う
と
す
る
自
己
情
報
の
内
容
な

ど
を
特
定
し
て
、
所
定
の
請
求
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト

な
ど
本
人
が
確
認
で
き
る
も
の
を
提
示
し
て

総
合
公
開
窓
口
（
総
務
課
）
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

開
示
な
ど
の
決
定

実
施
機
関
（
所
管
課
）
は
、
請
求
を
受
け

付
け
る
と
、
開
示
請
求
は
15
日
以
内
に
、
訂

正
、
削
除
、
目
的
外
利
用
、
外
部
提
供
の

中
止
の
請
求
は
30
日
以
内
に
開
示
す
る
か

ど
う
か
の
決
定
を
し
、
そ
の
結
果
を
決
定

通
知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
た
だ
し
、

や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
決

定
期
間
を
延
長
し
、
そ
の
理
由
と
決
定
で

き
る
期
日
を
書
面
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

開
示
で
き
な
い
個
人
情
報

町
は
、
開
示
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、

そ
の
個
人
情
報
を
原
則
と
し
て
公
開
し
ま

す
が
、
次
の
個
人
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い

2004年5月号 広報 ■

請求者
開示の実施
総合公開窓口

（総務課）

閲覧・写しの交付

個人情報
保護審査会

平成16年6月1日スタート！

個人情報保護条例
あなたの大切な情報を守ります

平成16年6月1日スタート！

個人情報保護条例
あなたの大切な情報を守ります

請求者

実施機関
（所管課）

開示・訂正等の

可否の検討・決定

実施機関
（所管課）

請求書の提出

総合公開窓口
（総務課）

相談・案内
個人情報の特定

不服申立書の
提出

総合公開窓口
（総務課）

来
庁

送
付

送
付

決定通知書
送付

決
定
通
知
書

送
付

決
定
に
不
服

が
あ
る
と
き

訂正・削除・利用等
の中止の実施

諮問

答申

1

2

3
4



何
時
間
で
も
、
ど
こ
ま
で
も

歩
い
て
行
っ
て
し
ま
っ
て
、

家
に
帰
っ
て
来
ら
れ
な
い
！

痴
ほ
う
っ
て
大
変
！？

皆
さ
ん
が
「
痴
ほ
う
の
人
」
を
思
い
浮
か
べ

る
と
き
、「
訳
の
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
言
っ
て
、

ど
こ
ま
で
も
歩
い
て
い
っ
て
し
ま
い
、
小
さ

い
子
ど
も
の
よ
う
に
迷
子
に
な
っ
て
し
ま
う
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

こ
の
よ
う
に
歩
き
回
る
こ
と
を
『
徘は

い

徊か
い

』
と

い
い
ま
す
が
、
本
人
に
と
っ
て
は
意
味
を
持
っ

て
行
動
し
て
お
ら
れ
ま
す
。『
徘は

い

徊か
い

』
が
始
ま

る
と
昼
も
夜
も
目
が
離
せ
な
い
状
況
が
続
き
、

介
護
者
に
と
っ
て
は
と
て
も
大
変
な
状
況
に

陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
介
護
す
る
人
が
疲
れ

き
っ
て
「
こ
の
人
が
い
な
か
っ
た
ら
…
」「
だ
れ

も
私
の
大
変
さ
を
理
解
し
て
く
れ
な
い
」
等

と
思
わ
れ
る
の
も
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
こ
ろ
な

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
痴
ほ
う
の
状
態
で
言

い
表
わ
す
と
『
中
等
度
痴
ほ
う
症
』
と
言
わ
れ

る
時
期
に
あ
た
り
ま
す
。
夕
方
ご
ろ
に
な
る

と
落
ち
着
か
な
く
な
り
「
帰
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
」
と
言
っ
た
り
し
て
出
て
行
こ
う
と

す
る
等
の
行
動
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
『
夕

暮
れ
症
候
群
』
等
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
『
徘は

い

徊か
い

』
は
、
な
ぜ
起
こ
り
、
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
と
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

痴
ほ
う
が
進
行
し
て
く
る
と
、
ど
ん
ど
ん

と
時
間
、
場
所
、
人
等
の
記
憶
が
あ
や
ふ
や

に
な
っ
て
き
ま
す
。

日
ご
ろ
、
通
い
慣
れ
た
道
な
の
に
、
ま
る

で
見
知
ら
ぬ
土
地
に
迷
い
込
ん
だ
よ
う
な
気

が
す
る
。
住
み
慣
れ
た
自
分
の
家
な
の
に
な

ん
だ
か
落
ち
着
か
な
い
。「
こ
こ
は
、
自
分

の
家
で
し
ょ
う
？
」
と
話
し
か
け
て
く
る
こ

の
人
は
だ
れ
だ
ろ
う
？
　
険
し
い
顔
を
し
て

ガ
ミ
ガ
ミ
と
怒
鳴
っ
て
い
る
こ
の
人
は
…
？

思
い
出
せ
な
い
…
。

住
み
慣
れ
た
家
さ
え
も
、
自
分
の
居
場
所
、

ホ
ッ
と
で
き
る
暖
か
い
場
所
で
は
な
い
。
ど

ん
な
に
不
安
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
痴
ほ
う

の
方
に
と
っ
て
は
現
在
に
生
き
辛
さ
が
あ
り
、

か
つ
て
自
分
が
心
地
よ
く
感
じ
た
昔
に
戻
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ

ん
な
時
に
は
、
過
去
を
生
き
て
い
る
そ
の
人

の
心
に
寄
り
添
い
、
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
て

み
て
く
だ
さ
い
。
心
が
穏
や
か
に
な
っ
た
と

き
、
そ
の
人
の
笑
顔
が
戻
っ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
一
瞬
、
現
在
に
戻
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
痴
ほ
う
は
治
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
で
も
、
ケ
ア
が
行
き
届
く
こ
と
に
よ

っ
て
、『
妄
想
』
や
『
徘は

い

徊か
い

』
は
落
ち
着
い
て

い
き
ま
す
。
痴
ほ
う
の
ケ
ア
は
、
暮
ら
し
の

中
で
お
年
寄
り
が
抱
か
え
て
い
る
生
活
の
困

難
さ
を
理
解
し
、
い
き
い
き
と
し
た
暮
ら
し

が
で
き
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
で
き
な
い
こ
と
を
要
求
す
る
の
で
は
な

く
、
で
き
る
こ
と
ま
で
を
奪
っ
て
し
ま
わ
ず
、

そ
の
人
の
心
に
寄
り
添
う
ケ
ア
が
大
切
に
な

っ
て
き
ま
す
。

『
徘は

い

徊か
い

』
は
、
ご
家
族
だ
け
で
対
応
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
人
は
痴
ほ

う
と
い
う
病
気
を
抱
え
な
が
ら
「
わ
た
し
」

を
懸
命
に
生
き
て
い
る
の
で
す
。
外
出
を
押

さ
え
る
ケ
ア
で
は
な
く
皆
さ
ん
の
住
ん
で
い

る
町
の
見
守
り
を
考
え
て
み
る
こ
と
が
大
切

に
な
っ
て
き
ま
す
。

も
し
、
家
族
の
方
や
身
近
な
方
に
今
ま
で

に
な
か
っ
た
「
そ
の
人
ら
し
く
な
い
行
動
」
等

気
に
な
る
よ
う
す
が
見
ら
れ
ま
し
た
ら
、「
年

の
せ
い
」
と
思
わ
ず
早
め
に
町
保
健
師
に
ご

相
談
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

犬
上
地
区
更
生
保
護
婦
人
会

結
成
50
周
年
記
念
大
会

3
月
23
日
、
多
賀
町
総
合
福
祉
保
健
セ
ン

タ
ー
ふ
れ
あ
い
の
郷
に
て
、
犬
上
地
区
更
生

保
護
婦
人
会
結
成
50
周
年
記
念
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
犬
上
地
区
更
生
保
護
婦
人
会

は
、
昭
和
29
年
4
月
に
豊
郷
町
・
甲
良
町
・

多
賀
町
の
3
つ
の
町
で
結
成
さ
れ
、
以
来
50

年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
結
成
時
は
、
戦

後
の
混
乱
期
に
地
域
社
会
の
変
容
い
ち
じ
る

し
い
時
代
で
犯
罪
予
防
更
生
法
が
施
行
さ

れ
、
少
し
で
も
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
へ
の
更

生
に
女
性
と
し
て
、
母
親
と
し
て
お
手
伝
い

で
き
な
い
か
と
の
思
い
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。一
人
ひ
と
り
が
人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
、

社
会
の
一
員
と
し
て
連
帯
し
、
心
豊
か
に
生

き
ら
れ
る
明
る
い
社
会
を
め
ざ
し
て
活
動
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
4
月
か
ら
名
称
を
新
た
に
犬
上

地
区
更
生
保
護
婦
人
会
か
ら
犬
上
地
区
更
生

保
護
女
性
会
へ
と
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
更
な
る
活
動
・
活
躍
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

■ 広報 2004年5月号9

保健師です

こんにちは！

福祉保健課（有）2-2021（電）48-8115
E-mail hoken@tagatown.jp

痴
ほ
う
に
つ
い
て
学
ぼ
う

皆さんの
ご協力を
お願いします

日本赤十字社では、毎

年全国一斉に5月を『赤

十字運動月間』として

「助けあう心、そこに赤

十字がいます。」をスロー

ガンに、赤十字の募金活

動・献血事業・赤十字ボ

ランティア活動など各種

の事業を展開していま

す。

世界中みんなが幸せに

なるように、あなたの

愛・やさしさを赤十字活

動にお寄せください。

町が個人情報を取り扱うルール

個人情報を収集するときには、

その目的を明確にし、必要な範

囲内で、適法かつ、公正な手段

により、原則として本人から収

集します。また、思想、信条、

宗教など個人の内心の自由を侵

害する原因となるおそれのある

個人情報や、人種、民族、犯罪

歴などの社会的差別の原因とな

るおそれのある個人情報は原則

として収集しません。

個人情報の利用・提供は、原則

として収集した目的の範囲内で

行います。

町が保有する個人情報は、正確

かつ最新の状態に保ち、必要が

なくなったときは、速やかに廃

棄します。

また、個人情報漏えいや滅失、

き損の防止など適正な管理に努

めます。

町は個人情報の取り扱い状況を

明らかにするための、事務の名

称や目的などを記録した目録を

作成して、総合窓口で自由に閲

覧できるようにしています。

事業者の保有する
個人情報の保護

個人情報は、町だけではなく、金融、保

険や販売部門など、さまざまな事業者の事

業活動でも取り扱われています。

そこで、事業者もこの制度に協力するこ

とになっています。事業者は、個人情報の

保護の重要性を認識し、個人の権利や利益

を侵害することがないよう個人情報の適正

な取扱いに努めるとともに、個人情報の保

護に関する町の施策に協力しなければなり

ません。

また、個人情報を不適正に取り扱ってい

る事業者に対して町長は、説明または資料

の提出を求めることができるとともに、指

導、勧告、公表を行うことができます。

町民等の権利と役割

町が保有する自己に関する個人情報につ

いて、だれでも開示、訂正、削除利用の中

止等の請求ができます。

町民一人ひとりが個人情報の重要性を忘

れずに、自己の個人情報の保護を心がける

とともに他人の個人情報についても配慮す

ることによって、個人情報の保護に積極的

な役割を果たすことが必要です。

この制度を実施する町の機関

町長、教育委員会、選挙管理委員会、公

平委員会、監査委員、農業委員会、固定資

産評価審査委員会、議会

※これらの機関を「実施機関」といいます。

取扱事務の届出ルール4

適正な管理ルール3

利用・提供の制限ルール2

収集の制限ルール1

2004年5月号 広報 ■

平成16年6月1日スタート！

個人情報保護条例
あなたの大切な情報を守ります

■お問い合わせ先

多賀町役場　総務課　行政管理係
（有）2-2001 （電）48-8120 （Ｆ）48-0157
窓口：月～金曜日の9:00～17:00（祝日・年末年始は除く）
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ふ
れ
あ
い
幼
稚
園
の

お
さ
そ
い

多
賀
幼
稚
園
・
大
滝
幼
稚
園
で

い
っ
し
ょ
に
遊
び
ま
せ
ん
か

多
賀
町
立
多
賀
幼
稚
園
・
大
滝
幼
稚
園
で

は
、
多
賀
町
内
の
2
歳
児
、
3
歳
児
と
そ
の

保
護
者
の
方
を
対
象
に
園
を
開
放
し
『
ふ
れ

あ
い
幼
稚
園
』
を
実
施
し
ま
す
。

幼
稚
園
で
園
児
と
一
緒
に
遊
び
、
子
ど
も

た
ち
の
遊
び
の
輪
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
？

ま
た
、
保
護
者
の
方
同
士
も
つ
な
が
り
を

深
め
、
子
育
て
の
情
報
交
換
を
す
る
場
と
し

て
お
気
軽
に
ご
来
園
く
だ
さ
い
。職
員
一
同
、

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
放
日
時
　
6
月
〜
2
月

第
1
、
第
3
金
曜
日
ま
た
は
行
事
の
日

（
夏
季
休
業
期
間
は
除
く
）

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
あ
り

対
象

2
歳
児
（
町
内
に
住
む
平
成
13
年
4
月
2
日

〜
平
成
14
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
幼
児
）

3
歳
児
（
町
内
に
住
む
平
成
12
年
4
月
2
日

〜
平
成
13
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
幼
児
）

内
容内

容
に
つ
い
て
は
、
多
賀
幼
稚
園
・
大
滝

幼
稚
園
に
よ
り
多
少
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

多
賀
町
立
多
賀
幼
稚
園

㈲
3
‐
3
5
1
3

（電）
4
8
‐
0
2
7
4

多
賀
町
立
大
滝
幼
稚
園

㈲
5
‐
5
6
1
6

（電）
4
9
‐
0
0
1
4

多
賀
町
教
育
委
員
会

㈲
2
‐
3
7
4
1

（電）
4
8
‐
8
1
2
3

6
月

水
あ
そ
び
、
ど
ろ
ん
こ
あ
そ
び
を
し
よ
う

7
月

七
夕
お
楽
し
み
会
を
し
よ
う

9
月

運
動
あ
そ
び
を
し
よ
う
・
運
動
会
を
楽

し
も
う

１０
月

絵
を
描
い
た
り
、
土
粘
土
で
あ
そ
ん
だ

り
し
よ
う

１１
月

焼
き
い
も
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
よ
う
・
木

の
実
、
木
の
葉
で
あ
そ
ぼ
う

１２
月

ク
リ
ス
マ
ス
会
で
サ
ン
タ
さ
ん
に
会
お

う

1
月

雪
で
あ
そ
ぼ
う
・
お
正
月
あ
そ
び
を
し

よ
う

2
月

生
活
発
表
会
を
楽
し
も
う

■ 広報 2004年5月号11

教育委員会学校教育課
（有）2-3741 （電）48-8123
E-mail g-ed@tagatown.jp

子育てって楽しいかも

子どもはとても かわいいと思っていたのに

育てるということはとても大変

ちょっとだけ手伝ってほしいな

ちょっとこんな時どうするのか聞きたいな

なんて、思いながら子育てされてい

ませんか？

こんな時には『子育て支援センター』

がお手伝いさせていただきます。

次のような『広場』を毎月開催します。

ペンギン広場 おおむね0歳1歳のお子
さんと家族を対象に親
子遊びを楽しみます
第2水曜日
10：00～11：00

カンガルー広場 おおむね2歳3歳のお子
さんと家族を対象に親
子遊びを楽しみます
第4水曜日
10：00～11：00

にっこり広場 センターの遊戯室で自
由に遊んでください
月～金曜日
13：00～15：30

園 庭 開 放 小学生までの子どもた
ちが遊びにきてくれる
のを待っています
就学前の子どもさんは
保護者の方と一緒に来
てください
土曜日
13：00～16：00

子育て相談 直接来所の他、子育て
についての電話相談も
しています
FAXでの相談は24時間
受付しています

【連絡先】多賀子育て支援センター

（多賀ささゆり保育園2階）

（有）2 -1025

（電）48-1025 （Ｆ）48-0204

多賀町の花「ささゆり」が咲く時期に、自然と

あそび・まなび・かんじることができるおまつり

です。

皆さんも高取山ふれあい公園にご来園いただき、

楽しい休日を過ごしませんか？

日時　6月12日（土） 8：30～
【雨天の場合13日（日）】

会場　高取山ふれあい公園
内容 ・高取山山頂からの広大な景色を楽しめるパノラマ

ハイキング

・多賀の山で取れた広葉樹を使ってのクラフト等の

木工教室

・ピザやねじりパンなどのアウトドアクッキング

※その他、ふれあいパーティーなど、たくさんのイベ

ントで皆さまのご来園をお持ちしています。

問い合わせ先　高取山ふれあい公園

㈲5‐0635 （電）49‐0635

▲大滝幼稚園 ▲多賀幼稚園

4
月
２６
日
「
伊
集
院
町
・
多
賀
町
兄
弟
都

市
提
携
２０
周
年
記
念
式
典
」
が
多
賀
大
社
参

集
殿
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

鹿
児
島
県
伊
集
院
町
か
ら
、
町
長
、
議
会

議
長
を
は
じ
め
、
１６
人
の
親
善
使
節
団
が
来

町
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
伊
集
院
町
長
、
多
賀
町
長
が

「
今
後
ま
す
ま
す
友
好
を
深
め
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
の
最
後
に
、
記
念
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
狂
言
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

伊
集
院
町
・
多
賀
町
兄
弟
都
市
提
携

20
周
年
記
念
式
典
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

▲式辞を述べる夏原町長

▲記念アトラクションの狂言
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高
齢
者
や
障
害
者
に
や
さ
し
い

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
「
地
域
経
済

活
性
化
対
策
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

促
進
事
業
」

町
民
の
皆
さ
ん
が
、
町
内
の
施
工
業
者
を

利
用
し
て
、
自
宅
の
修
繕
・
補
修
等
の
工
事

（
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
）
を
行
う
場
合
に
、
そ

の
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

申
し
込
み
資
格

町
内
に
居
住
す
る
高
齢
者
ま

た
は
障
害
者
で
、
次
の
要
件
を
満
た
す
方

①
介
護
保
険
法
に
も
と
づ
く
要
介
護
・
要

支
援
認
定
さ
れ
て
い
な
い
65
歳
以
上
の

高
齢
者
の
み
が
居
住
す
る
高
齢
者
世
帯

②
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は

精
神
障
害
者
保
健
手
帳
を
有
す
る
者
が

居
住
す
る
世
帯

補
助
金
額

工
事
経
費
の
50
％
で
、
最
高
10

万
円
（
た
だ
し
、
千
円
未
満
は
切
り
捨

て
）
を
補
助
し
ま
す
。

申
し
込
み
期
間

6
月
1
日
（火）
〜
同
30
日
（水）

（
必
着
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

役
場
　
農
林

商
工
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
㈲

2-

2
0
3
0
（電）
4
8-

8
1
1
7
（Ｆ）
4

8-

0
5
9
4

恩
給
欠
格
者
、
引
揚
者
の

皆
さ
ま
へ

◎
旧
軍
人
軍
属
で
恩
給
な
ど
を
受
け
て
い
な

い
、
い
わ
ゆ
る
恩
給
欠
格
者
の
方

①
外
地
等
の
勤
務
経
験
が
あ
り
、
加
算
年
を

含
む
在
職
年
が
3
年
以
上
の
方
お
よ
び
在

職
年
が
加
算
年
を
含
め
て
3
年
未
満
の
方

の
う
ち
実
在
職
年
が
1
年
以
上
の
方
に
、

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
・
銀
杯
を
贈
呈

し
て
い
ま
す
。（
独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念

事
業
特
別
基
金
等
に
関
す
る
法
律
第
20

条
第
1
項
に
定
め
る
慰
労
品
の
贈
呈
を
受

け
た
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。）

②
内
地
勤
務
経
験
の
み
の
方
で
、
実
在
職

年
が
1
年
以
上
の
方
に
、
内
閣
総
理
大

臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

③
上
記
対
象
者
で
、
請
求
を
行
う
こ
と
な

く
亡
く
な
ら
れ
た
方
に
、
ご
遺
族
か
ら

の
請
求
に
応
じ
て
対
象
者
あ
て
の
内
閣

総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま

す
。（
請
求
期
限：

平
成
17
年
3
月
31
日
）

※
「
恩
給
欠
格
者
」
と
は
、
恩
給
法
令
で
い

う
旧
軍
人
軍
属
で
あ
っ
て
、
年
金
た
る
恩

給
を
受
給
す
る
た
め
の
最
短
在
職
年
数

に
満
た
な
い
方
お
よ
び
旧
軍
人
軍
属
と

し
て
在
職
に
関
連
す
る
共
済
年
金
等
年

金
た
る
給
付
を
受
け
る
権
利
の
な
い
方

を
い
い
ま
す
。

◎
終
戦
に
伴
い
、
本
邦
以
外
の
地
域
か
ら
引

揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方

昭
和
42
年
の
引
揚
者
特
別
交
付
金
を
受
給

さ
れ
た
方
に
、
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を

贈
呈
し
て
い
ま
す
。（
請
求
期
限：

平
成
17

年
3
月
31
日
）

●
請
求
書
類
は
、
役
場
福
祉
保
健
課
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念

事
業
特
別
基
金
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
0
1

2
0-

2
3
4-

9
3
3
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

h
ttp
://w

w
w
.h
e
iw
a
.g
o
.jp
/

前
期
危
険
物
取
扱
者
試
験

（
乙
種
第
4
類
）
予
備
講
習
会

日
時

5
月
29
日
（土）
9
時
〜
17
時

場
所

彦
根
市
消
防
本
部
（
彦
根
市
西
今
町

中
央
病
院
隣
り
）

定
員

80
人

受
講
料

5，

0
0
0
円

テ
キ
ス
ト
代

3，

6
0
0
円

申
し
込
み
期
限

5
月
28
日
（金）

申
し
込
み
時
間

9
時
〜
17
時
（
土
、
日
、

祝
日
は
除
く
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

彦
根
市
消
防

本
部
　
予
防
課
内
　
彦
根
市
防
火
保
安

協
会
事
務
局
（電）
2
2-

0
3
3
2
番
（直）

2
0
0
4
夏
学
期
短
期
集
中

英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
講

ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学
連
合
日
本
セ
ン
タ
ー

で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上

を
め
ざ
す
英
語
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

【
9
日
間
コ
ー
ス
】

期
間

7
月
20
日
（火）
〜
同
30
日
（金）
（
土
日
除
く
）

時
間

10
時
〜
12
時
、13
時
15
分
〜
15
時
15
分

受
講
料

8
0，
0
0
0
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

【
4
日
間
コ
ー
ス
】

期
間

7
月
20
日
（火）
〜
同
23
日
（金）

時
間

10
時
〜
12
時
、13
時
15
分
〜
15
時
15
分

受
講
料

4
0，
0
0
0
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

【
5
日
間
コ
ー
ス
】

期
間

7
月
26
日
（月）
〜
同
30
日
（金）

時
間

10
時
〜
12
時
、13
時
15
分
〜
15
時
15
分

受
講
料

4
5，
0
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

各
コ
ー
ス
締
め
切
り

7
月
9
日
（金）

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

ミ
シ
ガ
ン
州

立
大
学
連
合
日
本
セ
ン
タ
ー

〒
5
2

2-

0
0
0
2
彦
根
市
松
原
町
網
代
口

1
4
3
5-

8
6
（電）
2
6-

3
4
0
0
（Ｆ）

2
4-

9
3
5
6

小
学
生（
キ
ッ
ズ
）ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
教
室

彦
根
市
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
協
会
で
は
、
彦
根

市
・
多
賀
町
近
隣
の
小
学
1
年
生
か
ら
6
年

生
ま
で
を
対
象
に
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
教
室
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
楽
し
く
体
を
動

か
し
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
と
お
し
て
、
仲
間

づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

練
習
日
時
■
6
月
6
日
（日）
、
同
13
日
（日）
、
同

27
日
（日）
、
7
月
4
日
（日）
、
同
11
日
（日）
、

同
25
日
（日）
、
8
月
8
日
（日）
、
同
9
日
（月）
、

同
13
日
（金）
の
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
8
月
14
日
（土）
近
畿
小
学
生
大
会

練
習
場
所
■
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
体
育
館
（
彦
根

市
高
宮
町
）

そ
の
他
■
・
参
加
料
3，

0
0
0
円
（
予
定
）

・
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
に
加
入

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
■
前
川
和
三

彦
根
市
高
宮
町
（電）
・
（Ｆ）
2
2-

1
0
6

5
／
小
林
弘
和
　
彦
根
市
南
川
瀬
町

（電）
・
（Ｆ）
2
5-

1
0
5
8

再
就
職
を
め
ざ
す
シ
ニ
ア
の
た
め
の

オ
フ
ィ
ス
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
能
講
習
会

対
象

55
歳
以
上
68
歳
ま
で（
講
習
開
講
日
基
準
）

日
時

6
月
16
日
（水）
〜
同
23
日
（水）
（
土
・
日

曜
日
を
除
く
）
13
時
〜
16
時
30
分

※
最
終
日
に
は
、
就
職
相
談
会
を
職
業
安
定

所
と
共
同
で
開
催
し
ま
す

場
所

J
R
大
津
駅
前
　
滋
賀
ビ
ル
9
階

定
員

25
人
（
超
過
の
場
合
は
抽
選
）

費
用

無
料
、
教
材
は
支
給

申
し
込
み
方
法

往
復
は
が
き
に
講
習
名
（
オ

フ
ィ
ス
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）、
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
（
生
年
月
日
）、
電
話

番
号
を
記
入
の
う
え
、
6
月
3
日
（木）
（
必

着
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

（社）
滋
賀
県
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
〒
5
2

0-

0
0
5
1
大
津
市
梅
林
1
丁
目
3

番
10
号
（電）
0
7
7-

5
2
5-

4
1
2
8

多
賀
四
手
テ
レ
ビ
放
送
中
継
局
の

チ
ャ
ン
ネ
ル
変
更
の
お
知
ら
せ

テ
レ
ビ
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
先
立
ち
、

多
賀
四
手
テ
レ
ビ
放
送
中
継
局
の
チ
ャ
ン
ネ

ル
の
一
部
が
7
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
変
更
に
な

り
ま
す
。
こ
の
中
継
局
を
受
信
さ
れ
て
い
る

ご
家
庭
で
は
、
テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
の
チ
ャ
ン

ネ
ル
の
再
設
定
や
ア
ン
テ
ナ
の
調
整
な
ど
の

工
事
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

工
事
対
象
と
な
る
世
帯
に
は
後
日
連
絡
い

た
し
ま
す
が
、
こ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
変
更
に
伴

う
工
事
に
つ
い
て
は
、
対
象
と
な
る
ご
家
庭

の
費
用
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
（
総
務
省
）
の
指
定
を
受
け
て
こ
の
対

策
の
事
務
を
行
う
受
信
対
策
セ
ン
タ
ー
か

ら
、
工
事
の
実
施
に
あ
た
り
所
要
の
手
続
き

を
ご
案
内
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

滋
賀
・
京
都
地
域
受
信
対
策

セ
ン
タ
ー

相
談
窓
口
（電）
0
1
2
0-

2
5

2-

6
3
9（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
平
日
9

時
〜
21
時
、
土
・
日
・
祝
日
9
時
〜
18
時

健
康
運
動
カ
レ
ッ
ジ
開
催

県
で
は
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動
習

慣
を
身
に
つ
け
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
る

よ
う
『
健
康
運
動
カ
レ
ッ
ジ
』
を
開
催
し
ま
す
。

カ
レ
ッ
ジ
で
は
、
個
人
に
合
っ
た
運
動
処

方
に
よ
る
実
技
指
導
や
健
康
づ
く
り
に
関
す

る
講
座
の
ほ
か
、
食
事
や
薬
に
関
す
る
講
座

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

対
象

県
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
さ
れ
て
い

る
方
で
18
歳
か
ら
65
歳
未
満
の
方

会
場

び
わ
こ
成
蹊
ス
ポ
ー
ツ
大
学
キ
ャ
ン

パ
ス
（
滋
賀
郡
志
賀
町
北
比
良
）
他

参
加
費

1
2，

0
0
0
円
（
年
間
）

講
座
回
数

運
動
実
技
、
講
座
等
（
7
回
程

度
）・
公
開
講
座
【
講
演
会
】（
3
回
）・

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
（
1
回
）

申
し
込
み
期
限

6
月
30
日
（水）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

（財）
滋
賀
県
健

康
づ
く
り
財
団
（電）
0
7
7-

5
2
5-

2

7
3
3
（Ｆ）
0
7
7-

5
2
1-

0
4
7
1

『
さ
さ
ゆ
り
む
す
め
』
募
集

多
賀
町
観
光
協
会
で
は
、
平
成
16
年
度
の

多
賀
町
の
観
光
P
R
や
観
光
行
事
に
参
加
い

た
だ
き
、
広
く
多
賀
町
を
ご
紹
介
い
た
だ
く

『
さ
さ
ゆ
り
む
す
め
』
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

資
格
■
①
多
賀
町
の
観
光
振
興
と
さ
さ
ゆ
り

む
す
め
の
役
割
を
理
解
し
、
年
間
を
通

じ
て
町
内
の
諸
行
事
や
、
観
光
P
R
活

動
に
参
加
で
き
る
方
②
原
則
と
し
て
18

歳
以
上
の
方（
た
だ
し
高
校
生
は
除
く
）

③
明
朗
で
健
康
な
方

活
動
内
容
■
万
灯
祭
御
神
火
祭
・
総
お
ど

り
、
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
、
た
が
楽
市
、

古
例
大
祭
、
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
諸
行

事
、
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
行
事
等

申
し
込
み
期
限
■
5
月
31
日
（月）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
■
多
賀
町
観
光
協

会
㈲
2-

2
3
4
9
（電）
4
8-

2
3
6
1

6月1日は「人権擁護委員の日」です!!

全国人権擁護委員連合会は、6月1日を「人権擁護委員の日」

と定め、全国一斉に特設人権相談所を開設します。

多賀町におきましても、右記の日程で特設人権相談所を開設

しますので、日常での悩みごとや心配ごとがございましたら、

気軽にご相談ください。秘密は厳守します。
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彦根市・豊郷町・甲良町・多賀町

合併協議会の休止について
3月24日に第20回彦根市・豊郷町・甲良

町・多賀町合併協議会が開催されました。冒

頭、彦根市長から合併に係る住民意向調査

の結果、大変厳しい集計結果が示されたこと

を受けての彦根市の状況説明がありました。

審議の結果、当面の間、合併協議会は休止

し、各市町村で住民説明会を開くなどして、

理解を深めていくこととなりました。

開 設 日 6月1日（火）

開設場所 総合福祉保健センター

ふれあいの郷

時　　間 午前　9:00～12:00

午後13:00～17:00

担当人権擁護委員

午前　土田長四郎・大道　英昭

午後　集治　温子・吉田　義和
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固定資産税とは

固定資産税は、毎年1月1日（「賦課期日」といいます。）

に土地、家屋、償却資産（これらを総称して「固定資産」

といいます。）を所有している人がその固定資産の価格を

もとに算定された税額をその固定資産の所在する市町村

に納める税金です。

固定資産税を納める人（納税義務者）

原則として固定資産の所有者

土地…土地登記簿または土地補充課税台帳に所有者

として登記または登録されている人

家屋…建物登記簿または、家屋補充課税台帳に所有

者として登記または登録されている人。

償却資産…償却資産課税台帳に所有者として登録さ

れている人

ただし、所有者として登記（登録）されている人が賦課期

日前に死亡している場合等には、賦課期日現在で、その土

地、家屋を現に所有している人が納税義務者となります。

家屋を取り壊されたとき

従来から家屋台帳等に登録されている家屋を取り壊さ

れた場合は、「取り壊し届出書」を税務課まで提出くださ

い。届出がありませんと、登録されたままになってしま

う場合があります。ご協力よろしくお願いします。

納税はお早めに！

～自動車税の納期限は5月31日（月）です～

滋賀県では、4月1日現在の自動車の所有者に対し

て自動車税の納税通知書を送付しましたので、お早

めにおすませください。

また、納税通知書についている「納税証明書」は

車検や名義変更などの手続きに必要となりますので、

車検証と一緒に大切に保管してください。

詳しくは…

滋賀県自動車税事務所　（電）077－585－7288
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たばこを買うときは、地元の小売店で買いましよう。 税 知ってますか？税の
こんなことあんなこと
税務課 ㈲2‐2041（電）48‐8113 E-mail zei@tagatown.jp

■5月は、固定資産税の税額が決定されます

学
生
の
方
で
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
方
は
、「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
学
生
本
人
の
前
年
所
得

が
一
定
基
準
以
下
で
あ
れ
ば
、
保
険
料
納
付

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

対
象
に
な
る
の
は
、
大
学
・
短
期
大
学
・

専
修
学
校
な
ど
の
学
生
の
方
で
す
。（
一
部

対
象
と
な
ら
な
い
学
校
が
あ
り
ま
す
。）

学
生
納
付
特
例
制
度
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
環
境
生
活
課
の
窓
口
に
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
の
あ
っ
た
月
の
前
月
か
ら
当

年
度
末
の
3
月
ま
で
承
認
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

4
月
か
ら
承
認
を
受
け
る
た
め
に
は
、
5

月
末
ま
で
に
申
請
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必

要
で
す
。
届
出
が
遅
れ
る
と
、
承
認
さ
れ
る

前
の
期
間
は
、
保
険
料
を
納
付
し
て
い
な
い

と
未
納
期
間
と
な
り
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
申
請
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
年
度
ご
と

で
す
。
平
成
15
年
度
に
学
生
納
付
特
例
の
承

認
を
受
け
ら
れ
た
方
で
、
平
成
16
年
度
も
引

き
続
き
学
生
で
あ
り
学
生
納
付
特
例
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
あ
ら
た
め
て
申
請
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
5
月
中
に
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
が
、
4
月
に
送
付
さ

れ
て
い
る
納
付
書
か
ら
、
身
近
で
利
用
し
や

す
い
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
！

な
お
、
従
来
の
納
付
書
で
は
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
納
付
書
の
裏
面
に
、「
納
付
受
託
機
関
と
な

っ
て
い
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
」
の
表

示
が
あ
る
納
付
書
に
限
り
ま
す
。）

ご
利
用
下
さ
い
、
国
民
年
金
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

平
成
16
年
度
も
引
き
続
き
学
生
納
付
特
例
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

5
月
中
に
申
請
を
！

便
利
に
な
り
ま
す
、
国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
！

環
境
生
活
課
か
ら
の
お
し
ら
せ
（有）
2-

2
0
3
1

（電）
4
8-

8
1
1
4

E
-m
a
ilk
a
n
k
y
o
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

皆さんの健康づくりを応援するために「ふれあいの郷」では、毎月トレーニング

室で健康セミナーを開催しています。6月は運動不足解消教室です。

『夏までに運動不足を解消しよう！』をテーマにしています。なお、はじめてトレ

ーニング室をご利用していただく方は、初回に利用講習会を受講していただく必要

があります。

ぜひ、受講していただき健康づくりにお役立てください！

6月のご案内

［利用対象者］ 18歳以上の方

［利用料］ 町内在住・在勤の方　200円

町外の方　300円

［その他］ 運動のできる服装・運動靴・タオルをご準備ください。

［トレーニング室利用時間］

10:00 12:00 13:00 20:30

6月にトレーニング室が利用できない日

毎週日曜日、第2・4月曜日（休日が祝日の場合は翌日も）、祝日

月～土

〈健康セミナー運動不足解消教室〉

6月11日（金） 10：30～11：15

26日（土） 13：30～14：15

26日（土） 18：00～18：45

〈利用講習会〉

6月11日（金） 13：30～14：30

26日（土） 14：30～15：30

26日（土） 19：00～20：00

おめでた・おくやみ
3月21日～4月20日 届出分【環境生活課】

多賀町総合福祉保健センター　ふれあいの郷
有線 2-2021 電話 48-8115 E-mail fukushi@tagatown.jp

多賀町福祉保健センター　ふれあいの郷

トレーニング室からのお知らせ

保健業務 （平成16年6月）

生まれました

★棚
たな

池
い け

仁
ひ と

哉
や

（藤　瀬） 隆　巳

政　子

★大
おお

久
く

保
ぼ

凜
り の

亜
あ

（佐　目） 博　史

美　香

★鍛
か

治
じ

谷
た に

明
あ き

歩
ほ

（川　相） 明　芳

明　美

★小
こ

菅
す が

翔
しょう

輝
き

（八重練） 誠　一

和　美

おくやみ申しあげます

◆先山　久男 （中川原） 76歳

◆大矢　藤一 （霜ヶ原） 81歳

結婚しました

Q
中 慶太 （多　賀）
川上奈緒子

Q
土田　徳孝 （土　田）
南部　千智

Q
棚池　篤士 （一ノ瀬）
大西　智子

Q
樋口　啓一 （敏満寺）
川添枝里子

西�一
�

一
�

5月の町税（納期限5月31日） 固定資産税　第1期　　軽自動車税　全期

乳
児
健
診

行事名 実施日 受付時間 場所 対象者

す く す く 相 談 6月15日（火）
子どもさんの健康、子育てについて等子どもさんに
関するご相談を受け付けています。

す こ や か 相 談 6月22日（火） 10:00～11:00

ご自分の健康について、ご相談になりたい方は、お
気軽にご利用ください。血圧測定、尿検査、体脂肪
測定も無料でできます。

生 き 生 き 相 談 6月 1日（火）
「最近、物忘れがひどくなったかな？」と不安に思
われる方ならどなたでもご相談ください。

介 護 相 談 随　　　　　　時 痴ほうや寝たきり等の方のお世話でお困りの方
3～4カ月児（離乳食教室）

6月 7日（月）
13:00～13:15 H16年1月生まれの乳児

9～10カ月児 13:15～13:30 H15年7月生まれの乳児
整 形 外 科 健 診 6月23日（水） 13:40～14:00 H16年3月・4月生まれの乳児
2歳6カ月児歯科健診 6月 1日（火）

13:00～13:15
H13年11月・12月生まれの幼児

3歳 6 カ月児健診 6月 9日（水） H12年11月・12月生まれの幼児

日　本　脳　炎
6月14日（月）

13:30～14:30
標準的な年齢　3歳～7歳6カ月未満

6月28日（月） Ⅰ期初回　3歳児
Ⅰ期追加　4歳児

＊「予防接種手帳」を必ずお読みください。 ※就学前で未接種の場合や、ご不明な点がある場合
は、福祉保健課までお問い合わせください。

☆各健診および予防接種には必ず母子手帳、予診表（のびっこ手帳は必要事項を記入して）をご持参ください。
☆2歳6カ月児歯科健診、3歳6カ月児健診を受けられる方は、歯ブラシとコップを持ってきてください
3歳6カ月児健診は、来られてから紙コップにとっていただく尿検査・視力検査等があります。
☆9～10カ月児健診には、お子さんと同居されているおばあちゃん・おじいちゃんもぜひおいでください。
☆予防接種を受けられる方は、来所されてから熱をはかり、受付へおいでください。
なお、1年以内にひきつけをおこされた方の内、半年以上経った方は主治医の許可（必ず母子手帳等に記入してもらっ

てください。）があれば予防接種を受けることができます。

今月は固定資産税についてお話しします。

予
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